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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

本研究は、エネルギー不足に苦しむ国を主な対象とし、その国々の教育や健康などの生
活水準の質とエネルギー不足の関係性を、高度な統計学・計量経済学に基づいて定量評
価し、エネルギー不足が生活の質の向上を妨げる社会問題であることを結論付けたもの
である。また、環境税の導入によってエネルギー技術の革新が促進される程度を定量予
測し、社会問題を解決するためのエネルギー政策の提言に有用な科学的根拠を提示した
ものであり、機械工学上価値ある業績として、博士（工学）の学位に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 

 


